
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
入力される信号から所望のチャンネルの放送信号を選択する選局手段と、
　前記選局手段によって得られた放送信号を復調する復調手段と、
　受信状況を判別する受信状況判別手段を有し、前記復調手段の設定が受信状況に応じて
変更するように前記復調手段を制御する制御手段と、
　を備え
　

　
ことを特徴とするディジタル衛星放送受信機。

【請求項２】
前記受信状況判別手段が判別した受信状況を記憶する記憶手段を備え、前記記憶手段に記
憶された受信状況に応じて前記復調手段の設定が変更するように前記制御手段が前記復調
手段を制御する請求項１に記載のディジタル衛星放送受信機。
【請求項３】
前記記憶手段が前記受信状況判別手段によって判別された受信状況をチャンネル毎に記憶
し、前記記憶手段に記憶されたチャンネル毎の受信状況に応じて前記復調手段の設定が変
更するように前記制御手段が前記復調手段を制御する請求項２に記載のディジタル衛星放
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、
前記復調手段が前記選局手段及び前記復調手段の利得をそれぞれ制御する自動利得制御

手段を有し、前記自動利得制御手段の設定が受信状況に応じて変更するように前記制御手
段が前記復調手段を制御し、

前記受信状況判別手段が、受信した信号のＣ／Ｎ比と前記自動利得制御手段の制御情報
から受信状況を判別する



送受信機。
【請求項４】

請求項１～３のいずれかに記載のディジタル衛星放送受信
機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ディジタル衛星放送受信機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のディジタル衛星放送受信機の構成を図５に示す。従来のディジタル衛星放送受信機
３’は、選局回路４と、ＱＰＳＫ（ Quadrature Phase Shift Keying）復調回路５’と、
信号処理回路６と、マイクロコンピュータ（以下、マイコンという）７’を備えている。
衛星から出力された高周波信号が、アンテナ１によって受信され、ＬＮＢ（ Low Noise Bl
ock converter）２によって中間周波信号にダウンコンバートされる。この中間周波信号
がディジタル衛星放送受信機３’に入力される。
【０００３】
中間周波信号は、ディジタル衛星放送受信機３’内の選局回路４に入力される。選局回路
４は、マイコン７’から与えられるユーザの所望するチャンネルのチャンネル周波数情報
Ｓ２によって選局動作が制御され、ＱＰＳＫ復調回路５’から出力されるＡＧＣ制御信号
Ｓ３によって利得が制御される。中間周波信号は、選局回路４によって選局、増幅、及び
直交検波されてＩベースバンド信号とＱベースバンド信号にダウンコンバートされる。
【０００４】
Ｉベースバンド信号とＱベースバンド信号は、ＱＰＳＫ復調回路５’に入力される。ＱＰ
ＳＫ復調回路５’の設定が、マイコン７’から与えられるユーザの所望するチャンネルの
信号情報（シンボルレート等）Ｓ４によって定まる。ＱＰＳＫ復調回路５’は、Ｉベース
バンド信号とＱベースバンド信号をディジタル信号に変換した後、そのディジタル信号を
ＱＰＳＫ復調し、復調したディジタルデータをパケット毎に区分して、トランスポートス
トリームデータとして信号処理回路６に送出する。信号処理回路６は、トランスポートス
トリームデータに基づいて映像データ・音声データ等を再生する。
【０００５】
なお、選局回路４の出力信号レベルが一定になるように選局回路４の利得制御がなされ、
ＱＰＳＫ復調回路５’の出力信号レベルが一定になるようにＱＰＳＫ復調回路５’の利得
制御がなされる。
【０００６】
また、マイコン７’は図６のフローチャートのような制御動作を行う。マイコン７’は、
外部から与えられるユーザの所望するチャンネルを示す選局指令信号Ｓ１に応じたチャン
ネル周波数情報Ｓ２を選局回路４に出力する（ステップ＃１０）。これにより、選局回路
４が、選局指令信号Ｓ１に応じた選局動作を行うことができる。
【０００７】
続いてマイコン７’は、選局指令信号Ｓ１に基づいてＱＰＳＫ復調回路５’の設定値（受
信信号のデータ伝送レート設定等）を計算して（ステップ＃２０）、その設定値を信号情
報Ｓ４としてＱＰＳＫ復調回路５’に出力する（ステップ＃３０）。これにより、ＱＰＳ
Ｋ復調回路５’がロックされる。
【０００８】
続いて、マイコン７’は、トランスポートストリームデータを調査し（ステップ＃４０）
、トランスポートストリームデータに基づいて選局回路４がロックしているか否かを判定
する（ステップ＃１００）。選局回路４がロックしていなければ（ステップ＃１００のＮ
ｏ）、すなわち受信に失敗すれば、ステップ＃１０に移行する。一方、選局回路４がロッ
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前記復調手段のキャリアループ帯域幅の設定が受信状況に応じて変更するように前記制御
手段が前記復調手段を制御する



クしていれば（ステップ＃１００のＹｅｓ）、すなわち受信に成功すれば、ステップ＃１
１０に移行する。
【０００９】
ステップ＃１１０では、選局指令信号Ｓ１が変更されたか否かを判定する。選局指令信号
Ｓ１が変更されていなければ（ステップ＃１１０のＮｏ）、ステップ＃４０に移行する。
これにより、選局回路４のロック外れが起こっていないかを監視することができる。一方
、選局指令信号Ｓ１が変更されていれば（ステップ＃１１０のＹｅｓ）、ステップ＃１０
に移行する。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
従来のディジタル衛星放送受信装置３’は、上述したようにユーザの所望するチャンネル
に応じてＱＰＳＫ復調回路５’の設定を変更するが、受信状況に応じてその設定を変更す
ることはない。このため、受信状況が悪い場合等においては十分な受信特性が得られない
ことがあった。また、受信状況が悪い場合に合わせてＱＰＳＫ復調回路５’の設定を定め
ると、逆に受信状態が通常であるときに十分な受信特性が得られないという弊害が起こっ
てしまう。
【００１１】
なお、特開昭６３－３９２９１号公報において、受信状況に応じてＦＭ復調回路５内のル
ープフィルタの通過特性を変更することによって、その受信状況において最適な画像を得
ることができるアナログ衛星放送受信機が開示されている。しかしながら、該アナログ衛
星放送受信機では、受信状況に応じて可変するのはループフィルタの通過特性のみである
ので、受信状況によっては最適な画像を得ることができない場合（例えば隣接妨害波によ
ってＦＭ復調部の入力信号レベルが過大になる場合等）があった。
【００１２】
本発明は、上記の問題点に鑑み、どのような受信状況でも十分な受信特性を得ることがで
きるディジタル衛星放送受信機を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明に係る受信装置においては、入力される信号から所
望のチャンネルの放送信号を選択する選局手段と、前記選局手段によって得られた放送信
号を復調する復調手段と、受信状況を判別する受信状況判別手段を有し、前記復調手段の
設定が受信状況に応じて変更するように前記復調手段を制御する制御手段と、を備え

構成とする。
【００１４】
また、前記受信状況判別手段が判別した受信状況を記憶する記憶手段を備え、前記記憶手
段に記憶された受信状況に応じて前記復調手段の設定が変更するように前記制御手段が前
記復調手段を制御してもよい。
【００１５】
また、前記記憶手段が前記受信状況判別手段によって判別された受信状況をチャンネル毎
に記憶し、前記記憶手段に記憶されたチャンネル毎の受信状況に応じて前記復調手段の設
定が変更するように前記制御手段が前記復調手段を制御するようにしてもよい。
【００１７】
　また 前記復調手段のキャリアループ帯域幅の設定が受信状況に応じて変更するように
前記制御手段が前記復調手段を制御するようにしてもよい。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の一実施形態について図面を参照して説明する。本発明に係るディジタル衛
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、前
記復調手段が前記選局手段及び前記復調手段の利得をそれぞれ制御する自動利得制御手段
を有し、前記自動利得制御手段の設定が受信状況に応じて変更するように前記制御手段が
前記復調手段を制御し、前記受信状況判別手段が、受信した信号のＣ／Ｎ比と前記自動利
得制御手段の制御情報から受信状況を判別する

、



星放送受信機の構成を図１に示す。なお、図１において図５と同一に部分には同一の符号
を付し、詳細な説明を省略する。
【００１９】
本発明に係るディジタル衛星放送受信機３は、選局回路４と、ＱＰＳＫ復調回路５と、信
号処理回路６と、マイコン７を備えている。ＬＮＢ２から出力される中間周波信号が選局
回路４に入力される。選局回路４は、マイコン７から与えられるユーザの所望するチャン
ネルのチャンネル周波数情報Ｓ２によって選局動作が制御され、ＱＰＳＫ復調回路５から
出力されるＡＧＣ制御信号Ｓ３によって利得が制御される。中間周波信号は、選局回路４
によって選局、増幅、及び直交検波されてＩベースバンド信号とＱベースバンド信号にダ
ウンコンバートされる。
【００２０】
Ｉベースバンド信号とＱベースバンド信号は、ＱＰＳＫ復調回路５に入力される。ＱＰＳ
Ｋ復調回路５の設定が、マイコン７から与えられるユーザの所望するチャンネルの信号情
報（シンボルレート等）Ｓ４によって定まる。そして、ＱＰＳＫ復調回路５から受信状況
がマイコン７に送られる。マイコン７はその受信状況に応じてＱＰＳＫ復調回路５の設定
が変更するようにＱＰＳＫ復調回路５を制御する。ＱＰＳＫ復調回路５は、Ｉベースバン
ド信号とＱベースバンド信号をディジタル信号に変換した後、そのディジタル信号をＱＰ
ＳＫ復調し、復調したディジタルデータをパケット毎に区分して、トランスポートストリ
ームデータとして信号処理回路６に送出する。信号処理回路６は、トランスポートストリ
ームデータに基づいて映像データ・音声データ等を再生する。
【００２１】
上記受信状況の一例についてＱＰＳＫ復調回路５の構成を示した図２を参照して説明する
。ＱＰＳＫ復調回路５は、Ａ／Ｄコンバータ８と、ＡＧＣ回路９と、フィルタ回路（ deci
mation filter）１０と、フィルタ回路（ matched filter）１１と、出力制御回路１２と
、デコーダ１３と、ＡＧＣ回路１４と、キャリアループ制御回路１５と、タイミングルー
プ制御回路１６とを備えている。
【００２２】
Ｉベースバンド信号とＱベースバンド信号がＡ／Ｄコンバータ８によってディジタル信号
に変換され、ＡＧＣ回路９を介してフィルタ回路１０に入力される。ＡＧＣ回路９は、Ａ
／Ｄコンバータ８の出力信号を内部設定パラメータである第１リファレンスレベルと比較
して、その比較結果に応じたＡＧＣ制御信号Ｓ３を生成し、そのＡＧＣ制御信号Ｓ３によ
って選局回路４（図１参照）の利得を制御している。フィルタ回路１０はＡＧＣ回路９か
ら与えられる信号のレベル調整を行うことによって、信号条件に応じて集積回路内部のゲ
イン等を調整し、入力信号レベルを最適化する。フィルタ回路１１はフィルタ回路１０か
ら与えられる信号の通過帯域を制限することによって、伝送信号の帯域を調整する。出力
制御回路１２はフィルタ回路１１から与えられる信号（Ｉ信号、Ｑ信号）の入れ替え等を
行う。デコーダ１３は出力制御回路１２から与えられる信号を復調し、復調したディジタ
ルデータをパケット毎に区分して、トランスポートストリームデータとして信号処理回路
６（図１参照）に出力する。
【００２３】
ＡＧＣ回路１４は、フィルタ回路１１の出力信号を内部設定パラメータである第２リファ
レンスレベルと比較して、その比較結果に応じた制御信号を生成し、その制御信号によっ
てフィルタ回路１０の利得を制御する。また、キャリアループ制御回路１５は、フィルタ
回路１１の出力信号を内部設定パラメータであるキャリアループ定数で定まる帯域幅で通
過させてフィルタ回路１０に送出する。また、タイミングループ制御回路１６は、伝送信
号であるフィルタ回路１１の出力信号のシンボルレートに対する引き込みを行う。
【００２４】
ＱＰＳＫ復調回路５は、受信信号のＣ／Ｎ（ Carrier/Noise）比とＡＧＣ回路９、１４の
制御情報を受信状況としてマイコン７に送出している。
【００２５】
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まず、Ｃ／Ｎ比について説明する。Ｃ／Ｎ比は受信信号中のノイズ量を示しているので、
Ｃ／Ｎ比が低いほど受信状況が悪いことになる。キャリアループ制御回路１５は、Ｃ／Ｎ
比の情報Ｓ５をマイコン７に送出する。なお、Ｃ／Ｎ比は、ＱＰＳＫ復調回路５内部で、
Ｉ信号とＱ信号のばらつきから算出される。より具体的には、キャリアループ制御回路１
５とＡＧＣ回路９、１４によってＩ信号とＱ信号とのコンスタレーションにおける収束ポ
イントのばらつきが検出され、その収束ポイントのばらつきからＣ／Ｎ比が算出される。
【００２６】
マイコン７は、Ｃ／Ｎ比が所定値以上であれば通常の受信状況と判定してキャリアループ
定数を標準設定のままにする旨の制御信号Ｓ６をキャリアループ制御回路１５に送出する
。一方、Ｃ／Ｎ比が所定値未満であれば通常の受信状況でないと判定してキャリアループ
定数を標準設定よりも小さくする旨の制御信号Ｓ６をキャリアループ制御回路１５に送出
する。
【００２７】
Ｃ／Ｎ比が低くなると受信信号中のノイズ量が大きくなり復調特性が劣化し、ＱＰＳＫ復
調回路５から出力されるトランスポートストリームデータのＢＥＲ（ Bit Error Rate）が
低下することになる。このように復調特性が劣化する要因として、ノイズの影響によりキ
ャリアループ制御回路１５でのキャリア捕捉が不安定になることが考えられる。したがっ
て、このような不具合を防止するために、キャリアループ定数の設定を変更し帯域幅を狭
くすることでキャリア再生を安定化することが考えられる。しかしながら、キャリアルー
プ帯域幅を狭くすることでショックノイズに対する耐性が弱くなり、外部からの打振等の
衝撃により瞬間的なロックはずれが発生しやすくなるという弊害がある。すなわち、“Ｃ
／Ｎ比が低いときの復調特性”と“ショックノイズの耐性”がトレードオフの関係にある
。
【００２８】
従来のディジタル衛星放送受信機３’では、キャリアループ定数は固定されており、ショ
ックノイズの特性を確保するためにＣ／Ｎ比が低いときの復調特性を犠牲にした設定にな
っていたが、本実施形態では、マイコン７によってＣ／Ｎ比が低いと判断された場合、キ
ャリアループ定数を小さい値に変更してキャリアループ帯域幅を狭くすることで、通常の
受信状況におけるショックノイズ耐性を確保しつつ、受信状況が悪い場合（Ｃ／Ｎ比が低
い場合）における安定受信が可能となる。
【００２９】
　続いて、ＡＧＣ回路の制御情報について説明する。ＡＧＣ回路１４はＡＧＣ制御の情報
（フィルタ回路１０の利得の情報）Ｓ７をマイコン７に送出し、ＡＧＣ回路９はＡＧＣ制
御の情報（選局回路４の利得の情報）Ｓ９をマイコン７に送出する。マイコン７はＡＧＣ
制御の情報Ｓ７、Ｓ９及び上述したＣ／Ｎ比の情報Ｓ５から隣接妨害信号の状況を判断す
る。マイコン７は、隣接妨害信号のレベルが所定値より小さい場合、通常の受信状況と判
断して、ＡＧＣ回路９の内部設定パラメータである第１リファレンスレベルとＡＧＣ回路
１４の内部設定パラメータである第２リファレンスレベルを標準設定のままにする。一方
、隣接妨害信号のレベルが所定値以上である場合、通常の受信状況でないと判定して、Ａ
ＧＣ回路９の内部設定パラメータである第１リファレンスレベルを標準設定より小さくし
、これに対応してＱＰＳＫ復調回路５の出力レベルが標準設定のときと同じレベルになる
ようにＡＧＣ回路１４の内部設定パラメータである第２リファレンスレベルを標準設定よ
り大きくする。マイコン７は制御信号Ｓ８によってＡＧＣ回路１４の内部設定パラメータ
である第 リファレンスレベルの設定を制御する。また、マイコン７は制御信号Ｓ１０に
よってＡＧＣ回路９の内部設定パラメータである第 リファレンスレベルの設定を制御す
る。
【００３０】
ＡＧＣ回路９は希望信号であるＩベースバンド信号とＱベースバンド信号のレベルに基づ
いてＡＧＣ制御信号Ｓ３を生成しているので、希望信号に隣接して帯域内に妨害波が存在
するときは、その妨害波の分だけＡ／Ｄコンバータ８に入力される信号の振幅が大きくな
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る。
【００３１】
従来のディジタル衛星放送受信機３’では、ＡＧＣ回路９の内部設定パラメータである第
１リファレンスレベルが固定値であるので、Ｉベースバンド信号とＱベースバンド信号の
レベルが一定であった。このため、Ａ／Ｄコンバータ８の入力レベルが飽和する場合があ
った。そして、Ａ／Ｄコンバータ８の入力レベルが飽和した場合ＱＰＳＫ復調回路５の出
力信号のエラー特性が劣化するという不具合が起こっていた。これに対して、本実施形態
では、妨害信号のレベルが大きいときはＡＧＣ回路９の内部設定パラメータである第１リ
ファレンスレベルを小さくするので、妨害信号のレベルが大きいときはＩベースバンド信
号とＱベースバンド信号のレベルが小さくなる。このため、Ａ／Ｄコンバータ８の入力レ
ベルが飽和することがなくなり、ＱＰＳＫ復調回路５の出力信号のエラー特性が劣化しな
くなる。そして、ＡＧＣ回路９の内部設定パラメータである第１リファレンスレベルが小
さくなってＩベースバンド信号とＱベースバンド信号のレベルが小さなった分、ＡＧＣ回
路１４の内部設定パラメータである第２リファレンスレベルを大きくしてＱＰＳＫ復調回
路５から出力されるトランスポートストリームデータのレベルが一定になるようにしてい
る。したがって、隣接の妨害信号が存在する場合においても良好な受信特性が得られる。
【００３２】
マイコン７は、上述した動作を行うために図３のフローチャートのような制御動作を行う
。なお、図３において図６と同一のステップには同一の符号を付す。マイコン７は、外部
から与えられるユーザの所望するチャンネルを示す選局指令信号Ｓ１に応じたチャンネル
周波数情報Ｓ２を選局回路４に出力する（ステップ＃１０）。これにより、選局回路４が
、選局指令信号Ｓ１に応じた選局動作を行うことができる。
【００３３】
続いてマイコン７は、選局指令信号Ｓ１に基づいてＱＰＳＫ復調回路５の設定値（受信信
号のデータ伝送レート設定等）を計算して（ステップ＃２０）、その設定値を信号情報Ｓ
４としてＱＰＳＫ復調回路５に出力する（ステップ＃３０）。これにより、ＱＰＳＫ復調
回路５がロックされる。
【００３４】
続いて、マイコン７は、トランスポートストリームデータを調査する（ステップ＃４０）
。そして、Ｃ／Ｎ比の情報Ｓ５とＡＧＣ制御の情報Ｓ７、Ｓ９に基づいて通常の受信状況
であるか否かを判定する（ステップ＃７０）。通常の受信状況であれば（ステップ＃７０
のＹｅｓ）、ＱＰＳＫ復調回路５の設定を標準設定にしてステップ＃１００に移行する。
一方、通常の受信状況でなければ（ステップ＃７０のＮｏ）、ＱＰＳＫ復調回路５の設定
を標準設定から受信状況に応じた設定に変更し（ステップ＃８０）、再度トランスポート
ストリームデータを調査したのち（ステップ＃９０）、ステップ＃１００に移行する。
【００３５】
ステップ＃１００では、トランスポートストリームデータに基づいて選局回路４がロック
しているか否かを判定する。選局回路４がロックしていなければ（ステップ＃１００のＮ
ｏ）、すなわち受信に失敗すれば、ステップ＃１０に移行する。なお、ステップ＃１０に
移行する際ＱＰＳＫ復調回路５の設定が標準設定でなければ標準設定に戻す。一方、選局
回路４がロックしていれば（ステップ＃１００のＹｅｓ）、すなわち受信に成功すれば、
ステップ＃１１０に移行する。
【００３６】
ステップ＃１１０では、選局指令信号Ｓ１が変更されたか否かを判定する。選局指令信号
Ｓ１が変更されていなければ（ステップ＃１１０のＮｏ）、ステップ＃４０に移行する。
これにより、選局回路４のロック外れが起こっていないかを監視することができ、受信状
況に応じて随時ＱＰＳＫ復調回路５の設定を変更することができる。一方、選局指令信号
Ｓ１が変更されていれば（ステップ＃１１０のＹｅｓ）、ステップ＃１０に移行する。な
お、ステップ＃１０に移行する際ＱＰＳＫ復調回路５の設定が標準設定でなければ標準設
定に戻す。
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【００３７】
また、マイコン７が、図４のフローチャートのような制御動作を行ってもよい。この場合
、マイコン７は受信状況を記憶するメモリ（図示せず）を内蔵している。なお、図４にお
いて図３と同一のステップには同一の符号を付す。
【００３８】
ステップ＃１０～ステップ＃４０は図３のフローチャートと同一であるので、説明を省略
する。ステップ＃４０の動作を終えると、ステップ＃５０に移行する。
【００３９】
ステップ＃５０では、ユーザが所望するチャンネルが、マイコン７内蔵のメモリに受信状
況が記憶されているチャンネルであるかを判定する。ユーザが所望するチャンネルが、マ
イコン７内蔵のメモリに受信状況が記憶されているチャンネルであれば（ステップ＃５０
のＹｅｓ）、メモリに記憶されている受信状況に従って、ＱＰＳＫ復調回路５の設定を制
御し（ステップ＃６０）、ステップ＃１００に移行する。
【００４０】
一方、ユーザが所望するチャンネルが、マイコン７内蔵のメモリに受信状況が記憶されて
いるチャンネルでなければ（ステップ＃５０のＮｏ）、Ｃ／Ｎ比の情報Ｓ５とＡＧＣ制御
の情報Ｓ７、Ｓ９に基づいて通常の受信状況であるか否かを判定する（ステップ＃７０）
。このとき、チャンネルに対応させて判定した受信状況をメモリに記憶する。通常の受信
状況であれば（ステップ＃７０のＹｅｓ）、ＱＰＳＫ復調回路５の設定を標準設定にして
ステップ＃１００に移行する。一方、通常の受信状況でなければ（ステップ＃７０のＮｏ
）、ＱＰＳＫ復調回路５の設定を標準設定から受信状況に応じた設定に変更し（ステップ
＃８０）、再度トランスポートストリームデータを調査したのち（ステップ＃９０）、ス
テップ＃１００に移行する。
【００４１】
ステップ＃１００～ステップ＃１１０は図３のフローチャートと同一であるので、説明を
省略する。
【００４２】
図４のフローチャート動作では、一度受信状況を判断したチャンネルについては再度Ｃ／
Ｎ比の情報Ｓ５とＡＧＣ制御の情報Ｓ７、Ｓ９に基づいて受信状況を判断する必要がなく
なるので、マイコン７にかかる負担が軽くてすむ。
【００４３】
【発明の効果】
本発明によると、ディジタル衛星放送受信機が、入力される信号から所望のチャンネルの
放送信号を選択する選局手段と、前記選局手段によって得られた放送信号を復調する復調
手段と、受信状況を判別する受信状況判別手段を有し、前記復調手段の設定が受信状況に
応じて変更するように前記復調手段を制御する制御手段と、を備えるので、どのような受
信状況でも十分な受信特性を得ることができる。
【００４４】
　また、本発明によると、前記受信状況判別手段が判別した受信状況を記憶する記憶手段
を備え、前記記憶手段に記憶された受信状況に応じて前記復調手段の設定が変更するよう
に前記制御手段が前記復調手段を制御するので、一度受信状況を判断すると再度受信状況
を判断する必要がなくなるので、制御手段にかかる負担が軽くてすむ。

【００４５】
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さらに、前記復調
手段が前記選局手段及び前記復調手段の利得をそれぞれ制御する自動利得制御手段を有し
、前記自動利得制御手段の設定が受信状況に応じて変更するように前記制御手段が前記復
調手段を制御するので、隣接妨害信号が存在するときでも復調手段の入力レベルが飽和す
ることがなくなり、復調手段の出力信号のエラー特性が劣化しなくなる。これにより、隣
接妨害信号が存在する場合においても良好な受信特性が得られる。さらに、前記受信状況
判別手段が、受信した信号のＣ／Ｎ比と前記自動利得制御手段の制御情報から受信状況を
判別する。



また、本発明によると、前記記憶手段が前記受信状況判別手段によって判別された受信状
況をチャンネル毎に記憶し、前記記憶手段に記憶されたチャンネル毎の受信状況に応じて
前記復調手段の設定が変更するように前記制御手段が前記復調手段を制御するので、一度
受信状況を判断したチャンネルについては再度受信状況を判断する必要がなくなるので、
制御手段にかかる負担が軽くてすむ。また、チャンネル毎に受信状況を記憶するので、チ
ャンネルを考慮せずに受信状況を記憶する場合に比べて正確な受信状況に応じて復調手段
の設定を変更することができる。
【００４７】
　また、本発明によると 前記復調手段のキャリアループ帯域幅の設定が受信状況に応じ
て変更するように前記制御手段が前記復調手段を制御するので、受信した信号のＣ／Ｎ比
が低いときにのみキャリアループ帯域幅を狭くすることができる。これにより、通常の受
信状況におけるショックノイズ耐性を確保しつつ、受信状況が悪い場合（受信した信号の
Ｃ／Ｎ比が低い場合）における安定受信が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係るディジタル衛星放送受信機の構成を示す図である。
【図２】　図１のディジタル衛星放送受信機が備えるＱＰＳＫ復調回路の構成を示す図で
ある。
【図３】　図１のディジタル衛星放送受信機が備えるマイクロコンピュータの動作を示す
フローチャートである。
【図４】　図１のディジタル衛星放送受信機が備えるマイクロコンピュータの他の動作を
示すフローチャートである。
【図５】　従来のディジタル衛星放送受信機の構成を示す図である。
【図６】　従来のディジタル衛星放送受信機が備えるマイクロコンピュータの動作を示す
フローチャートである。
【符号の説明】
３　　ディジタル衛星放送受信機
４　　選局回路
５　　ＱＰＳＫ復調回路
６　　信号処理回路
７　　マイクロコンピュータ
８　　Ａ／Ｄコンバータ
９、１４　　ＡＧＣ回路
１５　　キャリアループ制御回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP 3832577 B2 2006.10.11



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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